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宣言  

本論文を、日本脳神経血管内治療学会機関紙「 JNET Journal of Neuroendovascular 

Therapy」に投稿するにあたり、筆頭著者、共著者によって、国内外の他雑誌に

掲載ないし投稿されていないことを誓約致します。  



テ ク ニ カ ル レ ポ ー ト  

 

内 頚 動 脈 非 終 末 部 閉 塞 病 変 に 対 す る 血 栓 回 収 療 法 に お け

る 対 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行 性 造 影 の 有 用 性  

 - D u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e に つ い て -  

 

和 文 要 旨  

目 的  

急 性 内 頚 動 脈 （ I C A ） 閉 塞 の う ち 終 末 部 を 含 ま な

い 、 ” n o n - T  o c c l s u i o n ” に 対 す る 機 械 的 血 栓 回 収 療 法 に お

け る 、” d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e ” に よ る 対 側 頚 動 脈 か

ら の 逆 行 性 造 影 の 有 用 性 に つ い て 報 告 す る 。  

症 例  

本 法 で は 動 脈 穿 刺 を 2 箇 所 に 施 行 し 、 罹 患 側 I C A に

b a l l o o n  g u i d i n g  c a t h e t e r （ B G C ）、 非 罹 患 側 頚 動 脈 に も

う 1 本 カ テ ー テ ル を 誘 導 す る 。 B G C か ら の 用 手 吸 引 お よ

び ス テ ン ト レ ト リ ー バ ー や 吸 引 デ バ イ ス を 用 い 血 栓 の 回

収 を 行 う 。 再 開 通 は 、 罹 患 側 B G C か ら 用 手 的 に 吸 引 を か

け な が ら 非 罹 患 側 か ら の 頚 動 脈 造 影 で の 逆 行 性 造 影 で 確

認 す る 。 再 開 通 が 確 認 さ れ る ま で は 一 貫 し て B G C に て

I C A を 遮 断 す る 。 呈 示 し た 症 例 3 例 全 例 で 遠 位 塞 栓 は 生

じ な か っ た 。  

結 論  

N o n - T  o c c l u s i o n で は 、 遠 位 塞 栓 防 止 目 的 で 本 法 を 適 用

し て も 良 い と 考 え る 。  

 

 



緒 言  

急 性 内 頚 動 脈 （ i n t e r a l  c a r o t i d  a r t e r y :  I C A ） 閉 塞 の

転 帰 は 不 良 で 様 々 な 血 行 再 建 が 行 わ れ て き た が 、 良 好 な

成 績 に は 至 ら な か っ た 1 ) 。 最 近 で は M T で 良 好 な 成 績 が

報 告 さ れ る よ う に な っ て き た 2 , 3 ) 。 し か し 、 急 性 I C A 閉

塞 で は 、 閉 塞 部 の 血 管 径 が 大 き く 血 栓 量 が 多 い た め 、 機

械 的 血 栓 回 収 療 法 （ m e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y ： M T ） の

際 の 遠 位 塞 栓 が 危 惧 さ れ る 4 , 5 , 6 ) 。I C A 閉 塞 は 頚 部 か ら 終

末 部 ま で の 広 範 囲 で 起 こ り う る が 、 個 々 の 閉 塞 部 位 に よ

る 治 療 戦 略 や 成 績 の 差 異 に つ い て は 十 分 検 討 さ れ て い な

い 。 閉 塞 部 位 が I C A 終 末 部 を 含 む か 含 ま な い か 、 す な わ

ち “ T  o c c l u s i o n ” ( F i g u r e  1 A ) か ” n o n - T  

o c c l s u i o n 7 ) ” ( F i g u r e  1 B ) は 治 療 戦 略 に 大 き な 影 響 を 与 え

る 点 で あ る 。 特 に N o n - T  o c c l u s i o n で は 、 遠 位 塞 栓 に よ

り I C A 終 末 部 や M C A が 閉 塞 し た 際 に 、 神 経 症 状 の 重 篤

な 悪 化 が 懸 念 さ れ る 。 I C A の n o n - T  o c c l s u i o n に 対 す る

M T に お い て 、遠 位 塞 栓 防 止 を 目 的 と し た ” d u a l  p u n c t u r e  

t e c h n i q u e ” に よ る 対 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行 性 造 影 の 有 用 性

に つ い て 報 告 す る 。  

症 例 呈 示  

D u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e  

動 脈 穿 刺 を 2 箇 所 、 基 本 は 両 側 大 腿 動 脈 に 施 行 す る 。 罹

患 側 I C A に b a l l o o n  g u i d i n g  c a t h e t e r（ B G C ）を 誘 導 し 、

非 罹 患 側 頚 動 脈 に 診 断 用 カ テ ー テ ル を 誘 導 す る 。 罹 患 側

の B G C か ら の 血 管 造 影 で 造 影 剤 の 近 位 I C A で の 停 滞 を

確 認 す る ( F i g u r e  2 A ) 。非 罹 患 側 か ら の 造 影 で 罹 患 側 へ の

側 副 血 行 を 確 認 す る ( F i g u r e  2 B ) 。 罹 患 側 の B G C で I C A



の 順 行 性 の 血 流 を 遮 断 し 、ま ず は B G C か ら 用 手 吸 引 に よ

り 血 栓 の 回 収 を 図 る ( F i g u r e  2 C ) 。血 栓 の 回 収 が 得 ら れ な

け れ ば B G C で の 遮 断 を 継 続 し 、ス テ ン ト レ ト リ ー バ ー や

吸 引 デ バ イ ス を 用 い 血 栓 回 収 を 施 行 す る ( F i g u r e  2 D ) 。血

栓 回 収 後 の 再 開 通 の 確 認 は 、 B G C に よ る 血 流 を 遮 断 下 で

の 対 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行 性 造 影 で 行 う ( F i g u r e  2 E ) 。そ の

際 、 B G C か ら 吸 引 を 掛 け I C A 側 へ 造 影 剤 を 逆 流 さ せ る 。

逆 行 性 造 影 に よ り 頚 部 ～ 終 末 部 の 完 全 再 開 通 を 確 認 後 、

B G C で の 遮 断 を 解 除 す る 。 最 終 的 に B G C か ら の 順 行 性

造 影 で 再 開 通 を 確 認 す る ( F i g u r e  2 F ) 。  

本 法 に よ り 治 療 し た 3 症 例 の 概 略 を T a b l e 1 に 示 す 。

各 々 の 患 者 背 景 、 治 療 手 技 の 詳 細 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

C a s e  1   

9 2 歳 女 性 。 左 完 全 片 麻 痺 で 発 症 し 、 来 院 時 N a t i o n a l  

I n s t i t u t e s  o f  H e a l t h  S t r o k e  S c a l e  s c o r e  ( N I H S S ) は 1 5

点 で あ っ た 。 頭 部 M R I で A l b e r t a  S t r o k e  P r o g r a m m e  

E a r l y  C T  S c o r e（ A S P E C T S ）- D W I は 9 点 で あ っ た ( F i g u r e  

3 A , B ) 。頭 部 M R A で 右 I C A 終 末 部 よ り 近 位 の 閉 塞 お よ び

右 中 大 脳 動 脈 （ m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y :  M C A ） M 1 部 閉

塞 の t a n d e m  l e s i o n と 考 え ら れ る 所 見 を 認 め た ( F i g u r e  

3 C ) 。 I C A 閉 塞 は n o n - T  o c c l u s i o n と 判 断 し た 。 緊 急 で 血

栓 回 収 術 を 行 っ た 。 ま ず は 右 I C A 閉 塞 に 対 し 、 前 大 脳 動

脈 （ a n t e r i o r  c e r e b r a l  a r t e r y :  A C A ） 領 域 へ の 遠 位 塞 栓

を 防 止 す る 目 的 で d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e で の 血 栓 回

収 を 企 図 し た 。 両 側 大 腿 動 脈 穿 刺 を 行 っ た 。 右 総 頚 動 脈

（ c o m m o n  c a r o t i d  a r t e r y :  C C A ） 造 影 に て 右 I C A 近 位 で

の 造 影 剤 停 滞 の 所 見 を 認 め ( F i g u r e  3 D ) た 。 左 C C A か ら



の 血 管 造 影 で 両 側 A C A は 描 出 さ れ て い た ( F i g u r e  3 E ) 。

F l o w G a t e  8 F r （ S t r y k e r 、 K a l a m a z o o 、 M I 、 U S A ） を 右

I C A 分 岐 部 遠 位 に 誘 導 し た 。 右 I C A の 血 流 遮 断 後 、

F l o w g a t e か ら の 用 手 血 液 吸 引 で 大 量 の 血 栓 が 回 収 さ れ

た ( F i g u r e  3 F ) 。 左 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行 性 造 影 で 右 I C A

の 再 開 通 を 確 認 し た （ 1 つ 目 の 穿 刺 か ら 3 1 分 ） ( F i g u r e  

3 G ) 。 B G C か ら の 右 側 I C A 造 影 で M 1 閉 塞 の 残 存 を 認 め

た 。 P e n u m b r a  A C E  6 8 ( P e n u m b r a ,  A l a m e d a ,  C a l i f o r n i a ,  

U S A ) と T r e v o  X p 4  4 m m  3 0 m m （ S t r y k e r ） を 用 い た

c o m b i n e d  t e c h n i q u e に よ る 血 栓 回 収 お よ び ウ ロ キ ナ ー

ゼ 動 注 に よ る 治 療 を 追 加 し た 。最 終 的 に t h r o m b o l y s i s  i n  

c e r e b r a l  i n f a r c t i o n  ( T I C I ) 2 a の 再 開 通 を 得 た ( F i g u r e  

3 H , I ) 。 1 つ 目 の 穿 刺 か ら 再 開 通 （ f i r s t  p u n c t u r e  t o  

r e c a n a l i z a t i o n :  f P 2 R ) は 8 9 分 。 3 か 月 後 の m o d i f i e d  

R a n k i n  S c a l e  ( m R S ) は 5 。  

C a s e  2   

8 1 歳 男 性 。 意 識 レ ベ ル 低 下 、 失 語 、 右 上 下 肢 麻 痺 を 発 症

し 、 来 院 時 N I H S S は 2 1 点 で あ っ た 。 M R I 上 、

A S P E C T S - D W I  1 0 点 で あ っ た ( F i g u r e  4 A , B ) 。 M R A で 左

I C A 終 末 部 よ り 近 位 で の 閉 塞 を 認 め ( F i g u r e  4 C ) 、 n o n - T  

o c c l u s i o n と 判 断 し た 。 緊 急 で d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e

を 用 い て 血 栓 回 収 術 を 行 っ た 。 右 大 腿 動 脈 穿 刺 お よ び 右

上 腕 動 脈 穿 刺 を 行 っ た 。 左 大 腿 動 脈 は 閉 塞 し て お り 、 穿

刺 不 能 で あ っ た 。 左 C C A 造 影 で は I C A 分 岐 以 降 の 描 出

が 不 良 で あ っ た ( F i g u r e  4 D ) 。I C A 分 岐 部 遠 位 に F l o w g a t e  

8 F r を 留 置 し た 。右 上 腕 動 脈 経 由 で 右 C C A に 留 置 し た カ

テ ー テ ル か ら の 造 影 で 左 A C A 、 M C A は 前 交 通 動 脈



（ a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y :  A c o m ） を 介 し た 側 副

血 行 か ら 供 血 さ れ て い た ( F i g u r e  4 E ) 。 B G C か ら の 用 手

吸 引 で は 血 栓 は 回 収 で き な か っ た 。M i c r o g u i d e w i r e の 挙

動 か ら 血 栓 の 近 位 端 は I C A 錐 体 部 と 考 え ら れ た 。 錐 体 部

ま で P e n u m b r a  A C E 6 8 を 誘 導 し 、 A D A P T  t e c h n i q u e 8 ) に

よ り 大 量 の 血 栓 を 回 収 し た ( F i g u r e  4 F ) 。 右 側 頚 動 脈 か ら

の 逆 行 性 造 影 で 再 開 通 を 確 認 ( F i g u r e  4 G ) 後 、左 側 か ら の

血 管 造 影 で T I C I 3 の 再 開 通 を 確 認 し た ( F i g u r e  4 H , I ) 。

f P 2 R は 3 7 分 。 3 か 月 後 の m R S は  2 。  

C a s e  3   

7 0 歳 男 性 。 左 上 肢 の 軽 度 の 麻 痺 が 出 現 し 、 来 院 後 左 上 肢

は ほ ぼ 完 全 麻 痺 、 左 下 肢 不 全 麻 痺 お よ び 左 半 側 空 間 無 視

を 認 め た 。 N I H S S は 1 1 点 で あ っ た 。 M R I で 右 半 球 の 散

在 性 脳 梗 塞 の 所 見 を 認 め A S P E C T S - D W I  1 1 点 で あ っ た

( F i g u r e  5 A , B ) 。 M R A 上 右 I C A は 頚 部 か ら 途 絶 し て お り

( F i g u r e  5 C ) 、 n o n - T  o c c l u s i o n と 判 断 し た 。 両 側 大 腿 動

脈 穿 刺 で d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e に よ る 血 栓 回 収 を 行

う こ と と し た 。 右 C C A 造 影 で は I C A 分 岐 以 降 の 描 出 が

不 良 で あ っ た ( F i g u r e  5 D ) 。 I C A 分 岐 部 遠 位 に F l o w g a t e  

8 F r を 留 置 し た 。 左 I C A に 留 置 し た カ テ ー テ ル か ら の 造

影 で 、 右 A C A 、 M C A は A c o m を 介 し た 側 副 血 行 に よ り 供

血 さ れ て い た ( F i g u r e  5 E ) 。 B G C か ら の 用 手 吸 引 で は 血

栓 は 回 収 で き な か っ た 。M i c r o g u i d e w i r e の 挙 動 か ら I C A

海 綿 静 脈 洞 部 が 閉 塞 部 位 と 推 定 さ れ た 。 S o l i t a i r e  

p l a t i n u m  6 m m  4 0 m m （ M e d t r o n i c 、  M i n n e a p o l i s 、  

M i n n e s o t a 、  U S A ） を I C A  C 2  p o r t i o n か ら 海 綿 静 脈 洞

部 ま で 展 開 し た ( F i g u r e  5 F , G ) 。 左 側 か ら 血 管 造 影 を 行 う



と 逆 行 性 に f l o w  r e s t o r a t i o n が 確 認 で き た ( F i g u r e  5 H ) 。

P e n u m b r a  J E T 7 ( P e n u m b r a ) を 海 綿 静 脈 洞 部 ま で 誘 導 し 、

S o l i t a i r e を 、吸 引 ポ ン プ で 陰 圧 を か け た P e n u m b r a 内 に

回 収 し た （ A S A P  t e c h n i q u e 9 ））。 左 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行

性 造 影 で 再 開 通 を 確 認 ( F i g u r e  5 I ) 後 、 右 側 か ら の 順 行 性

血 管 造 影 で 再 開 通 を 確 認 し た 。f P 2 R は 3 6 分 。し か し 徐 々

に 血 流 の 遅 延 を 認 め 、 右 海 綿 静 脈 洞 部 か ら 頚 部 に か け て

の 解 離 病 変 の 存 在 が 疑 わ れ た ( F i g u r e  5 J ) 。 C a t o t i d  

W a l l s t e n t （ B o s t o n  S c i e n t i f i c 、 N a t i c k 、 M A 、 U S A ） 2

本 お よ び N e u r o f o r m  A t l a s （ S t r y k e r ） 1 本 を 留 置 し 、 血

流 の 改 善 を 認 め た ( F i g u r e  5 K , L ) 。 最 終 的 に T I C I 3 で 再

開 通 を 得 た ( F i g u r e  5 M , N ) 。 3 か 月 後 の m R S は 1 。  

考 察  

急 性 I C A 閉 塞 の う ち 、T  o c c l u s i o n と n o n - T  o c c l u s i o n

と の 臨 床 像 や M T の 治 療 成 績 に つ い て 検 討 し た 報 告 は

少 な い 7 , 1 0 ) 。 上 記 二 者 は 、 A c o m を 介 し た 対 側 か ら の 側

副 血 行 路 の 有 無 に よ り 虚 血 耐 性 が 大 き く 異 な り 、 M T の

s t a r a t e g y に 影 響 を 与 え る 重 要 な 因 子 と 考 え る 。

T - o c c l u s i o n で は 側 副 血 行 が p o o r で あ り 、 n o n - T  

o c c l u s i o n と 比 較 し よ り 迅 速 な 内 頚 動 脈 終 末 部 の 再 開 通

が 重 要 で あ る 2 , 1 0 , 1 1 ) 。 O h t a ら は T  o c c l u s i o n と n o n - T  

o c c l u s i o n に 対 し M T を 行 っ た 8 1 例 を r e t r o s p e c t i v e に

比 較 検 討 を 行 っ た 多 施 設 共 同 研 究 を 報 告 し て い る 7 ) 。そ

の 内 訳 は T  o c c l u s i o n が 2 0 例 、 n o n - T  o c c l u s i o n が 6 1

例 で 両 者 間 の 治 療 成 績 や 遠 位 塞 栓 の 合 併 症 率 に は 有 意

差 は 無 か っ た 。し か し 同 報 告 で の M T の 治 療 手 技 は 統 一

化 さ れ て お ら ず 、手 技 の 差 異 の 治 療 成 績 へ の 影 響 に つ い



て も 検 討 さ れ て い な い 。  

N o n - T  o c c l u s i o n に 対 す る M T で は 、 遠 位 へ の 血 栓 の

移 動 に よ り I C A 終 末 部 や M C A が 閉 塞 し た 際 に 、神 経 症

状 の 重 篤 な 悪 化 が 懸 念 さ れ 、遠 位 塞 栓 の 防 止 に 充 分 に 注

意 を 払 う べ き と 考 え る 。遠 位 塞 栓 防 止 の た め に 完 全 な 血

栓 の 除 去 を 達 成 す る ま で は 順 行 性 血 流 は 遮 断 を 継 続 し 、

か つ 再 開 通 確 認 目 的 の 罹 患 側 か ら の 不 用 意 な 順 行 性 造

影 は 慎 む べ き で あ る 。B G C の 使 用 に よ り 、手 技 中 の I C A

遮 断 は 遠 位 塞 栓 防 止 に 寄 与 す る こ と が 知 ら れ て い る 1 2 ) 。

そ の 観 点 か ら 、 我 々 は n o n - T  o c c l u s i o n に 対 し て d u a l  

p u n c t u r e  t e c h n i q u e に よ り 、 B G C 留 置 後 の 最 初 の 血 管

造 影 ～ 対 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行 性 造 影 に よ る 再 開 通 確 認

ま で 、 一 貫 し て B G C の b a l l o o n に よ り I C A の 順 行 性 血

流 遮 断 下 に 手 技 を 行 っ て い る 。今 回 呈 示 し た 3 症 例 も 、

本 法 に よ り 遠 位 塞 栓 を 起 こ す と な く I C A の 再 開 通 を 達

成 す る こ と が で き た 。 T s u j i ら は T  o c c l u s i o n を 含 む 急

性 I C A 閉 塞 6 例 に 対 し 我 々 と 同 様 の 方 法 で の 対 側 頚 動

脈 造 影 の 有 用 性 を 報 告 し て お り 、遠 位 塞 栓 の 防 止 に 有 効

で あ っ た と 報 告 し て い る 6 ) 。  

N o n - T  o c c l u s i o n の 血 栓 の 存 在 部 位 は 比 較 的 近 位 で あ

り 、 B G C か ら の 用 手 吸 引 に よ り 案 外 容 易 に 完 全 再 開 通

す る 場 合 も あ り 、 必 ず ま ず 初 め に 施 行 す る べ き で あ る 。

C a s e 1 で は B G C か ら の 用 手 吸 引 に よ り 大 量 の 血 栓 が 回

収 で き I C A の 再 開 通 を 迅 速 に 得 ら れ て い る 。 O h t a ら の

報 告 で は 、 n o n - T  o c c l u s i o n で は T - o c c l u s i o n と 比 較 し

頭 蓋 内 I C A 狭 窄 病 変 や 動 脈 解 離 の 合 併 が 有 意 に 多 く 、

血 栓 回 収 後 に そ れ ら の 病 変 に 対 す る 追 加 治 療 が 必 要 に



な る こ と も 念 頭 に 置 く 必 要 が あ る 。 我 々 も C a s e 3 に お

い て 解 離 病 変 の 存 在 を 疑 い 、追 加 の ス テ ン ト 留 置 を 行 っ

て い る 。 N o n - T  o c c l u s i o n で は 側 副 血 行 の 存 在 に よ り 発

症 時 の 症 状 が 比 較 的 軽 微 で あ る こ と も あ り 1 3 ) 、 血 管 内

治 療 に よ る 治 療 介 入 に 躊 躇 す る こ と も 想 定 さ れ る 。

C a s e 3 で も 発 症 時 の 症 状 は 軽 症 で 独 歩 に て 来 院 さ れ て

い る 。 I C A で の b a l l o o n  t e s t  o c c l u s i o n （ 人 為 的 に 作 り

出 さ れ た n o n - T  o c c l u s i o n の 状 態 ） の 報 告 よ り 、 検 査 中

は 臨 床 症 状 か ら t o l e r a n c e 良 好 と 判 断 さ れ て も 、永 続 的

に 遮 断 す る と 遅 発 性 に 虚 血 症 状 が 起 こ り う る こ と が 知

ら れ て い る 1 4 ) 。 発 症 初 期 の 軽 微 な 症 状 に 惑 わ さ れ 治 療

の タ イ ミ ン グ を 逸 し な い こ と も 肝 要 で あ る 。  

D u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e は 遠 位 塞 栓 の 防 止 目 的 で は

有 効 で は あ る が 、標 準 手 技 と 比 較 し 手 技 時 間 の 延 長 が 問

題 と な る 。2 箇 所 の 動 脈 穿 刺 お よ び 対 側 頚 動 脈 へ の カ テ

ー テ ル 誘 導 が 円 滑 に 行 え れ ば 数 分 の 時 間 の l o s s に と ど

ま る 。 た だ し 、 C a s e 2 の よ う に 上 腕 動 脈 へ の 穿 刺 部 位 の

変 更 が 必 要 に な っ た 場 合 等 の 不 測 の 事 態 が 生 じ れ ば 時

間 の l o s s が 大 き く な る 。 一 般 的 に は 急 性 主 幹 動 脈 閉 塞

に 対 す る M T に お い て 、再 開 通 ま で の 時 間 短 縮 と 機 能 予

後 の 改 善 と は 強 い 相 関 が あ る の は 言 う ま で も な い 1 5 ) 。

遠 位 塞 栓 の 防 止 と 再 開 通 時 間 の 短 縮 は ” t r a d e - o f f ” の 関

係 で あ る と 言 え る 。T  o c c l u s i o n で は 虚 血 領 域 が A C A や

M C A を 含 ん だ 広 域 で あ り 一 刻 も 早 い 再 開 通 が 要 求 さ れ

る 2 , 1 0 , 1 1 ) 。 T  o c c l u s i o n に 対 し て は 標 準 手 技 に よ り 可 及

的 速 や か な 再 開 通 を 行 う べ き で あ る と 考 え る 。 一 方 、

n o n - T  o c c l u s i o n に 対 す る 再 開 通 療 法 で は 対 側 か ら の



M C A へ の 側 副 血 行 が 期 待 で き 、 若 干 の 時 間 的 猶 予 が 許

さ れ る 。 N o n - T  o c c l u s i o n に お い て は 多 少 手 技 時 間 を 要

し て で も 遠 位 塞 栓 を 最 大 限 防 止 す る 必 要 が あ り 、 d u a l  

p u n c t u r e  t e c h n i q u e を 積 極 的 に 適 用 し て も 良 い と 考 え

る 。 た だ し 、 神 経 症 状 が 重 篤 な 症 例 や l o w  A S P E C T s 症

例 に 関 し て は そ の 限 り で は な く 、 T - o c c l u s i o n と 同 様 に

再 開 通 時 間 の 短 縮 を 優 先 す べ き と 考 え る 。  

 

結 語  

 N o n - T  o c c l u s i o n に 対 す る M T で は 遠 位 塞 栓 に よ り 重

篤 な 神 経 症 状 の 悪 化 が 懸 念 さ れ る 。 D u a l  p u n c t u r e  

t e c h n i q u e は 、 一 貫 し た 順 行 性 血 流 の 遮 断 継 続 、 お よ び

非 罹 患 側 か ら の 逆 行 性 造 影 で の 再 開 通 確 認 に よ り 、 遠 位

塞 栓 の 防 止 に 寄 与 す る と 考 え ら れ る 。 N o n - T  o c c l u s i o n

に お い て は 、 多 少 手 技 時 間 を 要 し て で も 、 遠 位 塞 栓 防 止

す る 目 的 で の 対 側 頚 動 脈 か ら の 逆 行 性 造 影 を 駆 使 し た

d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e を 積 極 的 に 適 用 し て も 良 い と

考 え る 。  
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図 表 の 説 明  

T a b l e  1  S u m m a r y  o f  o u r  c a s e s  w i t h  n o n - T  o c c l u s i o n  

t r e a t e d  b y  d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e  

 

F i g u r e  1   

A :  T  o c c l u s i o n  ( I C A  t e r m i n u s  i s  i n v o l v e d  a s  t h e  

o c c l u s i o n  s i t e )  B :  n o n - T  o c c l u s i o n  ( I C A  t e r m i n u s  i s  
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S c h e m a t i c  i l l u s t r a t i o n  o f  “ d u a l  p u n c t u r e  t e c h n i q u e ” .  
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G :  T h e  r e p e r f u s i o n  o f  t h e  l e f t  I C A  i s  c o n f i r m e d  b y   

r e t r o g r a d e  a n g i o g r a p h y  v i a  t h e  r i g h t  C C A  w i t h  t h e  

m a n u a l  a s p i r a t i o n  v i a  t h e  B G C .  

H , I :  A n t e g r a d e  a n g i o g r a p h y  v i a  t h e  l e f t  I C A  r e v e a l s  
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D :  A n g i o g r a p h y  o f  t h e  r i g h t  C C A  s h o w s  s t a g n a t i o n  o f  

t h e  c o n t r a s t  m e d i a  a t  t h e  p r o x i m a l  I C A  o n  t h e  l a t e r a l  

p r o j e c t i o n .  
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F , G :  M e c h a n i c a l  t h r o m b e c t o m y  b y  c o m b i n e d  t e c h n i q u e  

u s i n g  S o l i t a i r e  p l a t i n u m  6 m m  4 0 m m  a n d  P e n u m b r a  

J E T 7  o n  t h e  f r o n t a l  a n d  l a t e r a l  p r o j e c t i o n . ( a r r o w  

h e a d :  S o l i t a i r e ,  a r r o w :  t h e  t i p  o f  J E T 7 )  
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m a n u a l  a s p i r a t i o n  v i a  t h e  J E T 7 .  

I :  T h e  r e p e r f u s i o n  o f  t h e  r i g h t  I C A  i s  c o n f i r m e d  b y   
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c a v e r n o u s  p o r t i o n  o f  t h e  I C A .  
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Table1

Case
No.

age
sex

NIHSS on
admission

ASPECTS
-DWI

side clot location procedure
fP2R

(minutes)
TICI

distal
embolizaton

mRS at 3
months

1
92

female
15 9 right

cervical-
petrous*

manual aspiration
via BGC

31**
(89***)

2A*** (-) 5

2
81

male
21 10 left

cavernous-
petrous

ADAPT 37 3 (-) 2

3
70

male
11 11 right cavernous ASAP 36 3 (-) 1

NIHSS: National Institutes of Health Stroke Scale score, ASPECTS: Alberta Stroke Programme Early CT Score, BGC: balloon guiding catheter,
fP2R: first puncture to recanalization, TICI: thrombolysis in cerebral infarction, mRS: modified Rankin Scale
*tandem lesion including MCA, **first puncture to the ICA recanalization time, ***the final state after additional mechanical thrombectomy for
M1 occlusion



For Peer Review

 

Fig.1 

27x15mm (600 x 600 DPI) 

Page 22 of 26

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Fig.2 

27x15mm (600 x 600 DPI) 

Page 23 of 26

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Fig.3 

108x60mm (300 x 300 DPI) 

Page 24 of 26

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Fig.4 

108x60mm (300 x 300 DPI) 

Page 25 of 26

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy



For Peer Review

 

Fig.5 

108x60mm (300 x 300 DPI) 

Page 26 of 26

http://mc.manuscriptcentral.com/jsnet-en

Journal of Neuroendovascular Therapy


	Title page
	Text_清書版
	jnet-2020-0184-File005
	Fig

